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☆1966年国際ガラス会議☆

　ICG（lnternational　Conlmission　orL　GLmss）　｛ま　1933　年に

できた「1．馬≦灼なガラス111係M一の築まりで，「「ヒ後はll」．1：1卜会，　3

年に11望大会を仔なっており，　i1本からも旺年多数参り11してい

る，今年はそれがi1本で鵬かれることになったが，　ICGの会1歳

がヨーロッパ以外の地で開かれることはこれが21芝Lである．

　会議はさる9！］13口から5［：［劇：こわたり，東京［：野の文1ヒ会

鮎と享齢11：ケ池の国：llfE会館で開かれた．劃川打は約500名で，

そのうち外国JYは約80名，その他に約20名の同伴夫lxがあっ

た．参加11：1はヨーaッパ，アメ1］カの他カナダ，オーストラ1∫

ア，東南アジアなど19カ1T／1で，ソ連．チェコ，東ドイツなどの

共産麟も加わった．またイエナ　（1［蟹1山）の襯乏ショ．ント夫妻を

はじめ世界の主要ガラス会H二からは大体誰かがti加していた．

なお日本の．L催団1体は穿業協会で．当生研からは今1毘稔，武藤義

一の両教授が搾加し，会議の準備，運営のr．1［心になった．

　テーマは「ガラスの欠点（Defects　in　Glass）」で，ガラスの製

辻過程にできる品質．ヒの欠点の．9．［lgの追求，　品質管理の方法を

中心に，ガラスの使［］過促に起きる欠1私さらにはガラスの構

造中にできた欠陥の門題などを含み，3件の特別言㍑演（うち日

本1件）と331牛（うち口本101牛）の論文発喪があった．1司「1寺

通訳を使い口英1呵『－1語が使われた関係もあり．討論は汀老で「f

ヨdI促ぎみであった（．鷺胆O分li擶庁10分）．なお会戚と平行し

てサンケイ会値でガラス展「Glass　1966」を闊き，［．図のガラ

スの］ぎ，．T：芸製11冊を展示したほか．新し、’ガラスの展小も行

なったが，これらは参加外国欠にrl本の現1丸を胃1屋させる上に

白．劫であったようである．
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表 紙 全自動高半1渡圧延機当所鈴木教授のSN適圧延条件理論を応

剛した1｛精度肥延機、多趾の製品を一）Lの高精度で圧延できる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　（本．文［一呂ベーン．参照〕
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